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Fig. 1. H2O2, NO2
- and NO3
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入エネルギー   に対して一定量生成されるものとする。
また，(1)式に示すNO2-とHNO2の酸解離平衡(pKa = 3.3)
および(2)式に示すH2O2とHNO2の反応を考慮する。以
上の反応に基づくレート方程式を(3) — (8)式に示す。 
NO2- + H+ ⇄ HNO2 (1) 













存在比の算出には処理水の pH の実測値を用いた。 
3. 計算結果 
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